
 

 

（緑色：評価Ａ ／ 水色：評価Ｂ ／ 黄色：評価Ｃ ／ 濃緑色：評価Ｄ） 

単位（％） 

令和８年（2026 年）１月 15 日 

文 責 ： 星 置 校 舎  教 頭 

 

令和７年度 (2025年度) 学校評価について【北海道星置養護学校星置校舎】 

 

１ 保護者評価について 

 (1) 回答率 

ア 星置校舎小学部 65.3％（79名提出／121名在籍） 

  イ 星置校舎中学部 61.4％（27名提出／44名在籍） 

  ウ 星置校舎訪問部  ７％（１名提出／14名在籍） 

  エ 星置校舎全体  59.8％（107名提出／179名在籍） 

(2) 結果   

ア 評価点    

評価Ａ：達成できている      評価Ｂ：おおむね達成できている 

評価Ｃ：あまり達成できていない  評価Ｄ：達成的できていない。 

イ 図１は 10の評価項目を、グラフで整理した図である。 

 

【図１：保護者アンケート集計】 
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10）児童生徒のために、地域社会や関係機関と連携して教育活動

を進めている。

09)児童生徒の充実した教育のために、保護者と信頼関係を築き

ながら連携を図っている。

08)保護者や地域社会に対して、学年通信、学校だより、ホーム

ページを通して、教育活動などの情報を発信している。

07)児童生徒の安全と健康を十分に考慮して教育活動を行ってい

る。

06)児童生徒の将来を見据えた進路指導を行っている。

05)交流及び共同学習や校外学習など地域資源を積極的に活用し

た教育活動を行っている。

04)児童生徒一人一人に応じた「個別の教育支援計画」「個別の

指導計画」を作成し、活用している。

03)児童生徒の「わかる（理解）・できる（技能）・やりたい（

意欲）」が高まる授業や行事を行っている。

02)体罰やいじめのない、安全・安心の学校づくりに取り組んで

いる。

01)学校教育目標、経営方針、重点目標に沿った教育活動を具体

的に展開している。



 

 

(3) 分析および考察 

   ア 今年度の全体的な傾向 

    (ｱ)全体的に「評価できる」「おおむね評価できる」という傾向にある。 

(ｲ)「評価できる」が平均約 73％となっており、高い評価をもらっていると言える。 

質問の 06「児童生徒の将来を見据えた進路指導を行っている」、10「児童生徒のため 

に、地域社会や関係機関と連携して教育活動を進めている」がやや低い評価が見られ 

るため今後の検討が必要と思われる。 

    

イ 高評価項目 

04の「児童生徒一人一人に応じた『個別の教育支援計画』『個別の指導計画』を作成 

し、活用している」で 80％の保護者が「評価できる」と回答している。 

普段から計画的に児童生徒の様子を観察してその児童生徒に合わせた指導や保護者との 

連携が出来ている証拠と言えるだろう。これに甘えることなく、日々継続した指導を 

行っていきたいと考える。 

その他でも児童生徒への授業の在り方や安全確保、保護者との連携なども高評価をいた 

だいている。校長の掲げるグランドデザインについて職員が理解し、共通した意識のも 

と、指導に当たっていること、「子どもがまん中」の考えが浸透しているのではないか 

と思われる。我々の教育についても保護者の理解を得られているという結果と受け止め 

ている。 

 

   ウ 低評価項目 

     02の「体罰やいじめのない、安全・安心の学校つくりに取り組んでいるでは「達成で 

     きていない」という評価がある。自由記述でも触れられているが適切ではない指導と 

受け取られないような状況が見られるとのことで、より一層指導について注意が必要と

思われる。一部を見て全体がそう思われることがないよう、ひとり一人が気を付けて行

くべきと反省していきたい。 

     06の「児童生徒の将来を見据えた進路指導を行っている」については「達成できてい 

ない」という評価がある。保護者への説明であったり、日々の指導について十分伝わっ

ていなかったり、保護者との連携が希薄になっているのか、改めてより児童生徒の将来

を見据えた指導の中で「今何が必要なのか」、「本人、保護者のニーズは何か」なども考

えていかなければならないかもしれない。 

それに合わせて 09の「児童生徒の充実した教育のために、保護者と信頼関係を築きなが

ら連携を図っている」でも低い評価がある。少数意見と切り捨てるのではなく、自分事

として職員が意識をして見直しを図っていく必要もあると考える。 

     10の「児童生徒のために、地域社会や関係機関と連携して教育活動を進めている」に 

ついても低評価がある。交流学習や地域学習など行っているが、目に見えて地域社会と 

の連携について発信出来ていないのかもしれない。スクールサポートスタッフなど協力 

をいただいているが、地域との連携という面では情報発信力がやや足りないのかもしれ 

ない。今年度はスクールキャラクターの作成など学校運営協議会でも話題にして地域と 

の連携に力を入れているが、その情報についてもやや遅れていると結果から感じ取れ 



 

 

る。地域資源の活用や地域にある学校との交流などもう少し増やせるのであれば検討を 

していきたい。 

 

３ まとめ（学校課題及び今後に向けての改善の方向性等） 

 

 評価していただいている部分もあるが、厳しい意見があることも事実として真摯に受け止めなけ

ればならない。 

 児童生徒への指導について、マルトリートメントの意識について再度全職員で確認すること、コ

ンプライアンスについても再度確認を行っていく。 

 保護者や管理職など、他人に見ているからやるではなく、見られていなくてもリスペクトの精神

をもち、児童生徒の人権を意識した対応を心掛けていきたい。 

 (児童生徒は)言えないからこそ、表情や行動から読み取り何をして欲しいのかなど理解すること

が大切であり、日頃の観察力が大事になってくる。 

 写真の取扱については、ここ数年話題になっている。学校としても個人情報の取扱いやどうする

ことが良いのかを検討している状況である。 
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単位（％） 

２ 教職員評価について 

 (1) 回答率 

ア 星置校舎小学部・養護教諭 93％（50名提出／54名在籍） 

  イ 星置校舎中学部      95％（20名提出／21名在籍） 

  ウ 星置校舎訪問部      100％（５名提出／５ 名在籍） 

  エ 星置校舎全体       94％（75名提出／80名在籍） 

(2) 結果   

ア 評価点    

評価Ａ：達成できている      評価Ｂ：おおむね達成できている 

評価Ｃ：あまり達成できていない  評価Ｄ：達成的できていない。 

イ 図２は 20の評価項目を、グラフで整理した図である。 

 

【図２：教職員自己評価集計】  
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20)教育公務員としてあらゆる人権侵害・差別のない社会の実現

に寄与するという自覚と責任をもち、服務規律の遵守に努める。

19)教職員がお互いの良さを認め合い、チームとして力を発揮す

るとともに、計画的な仕事の進め方により、業務の効率化に努…

18)保護者や地域、関係機関等に対して的確な情報提供や説明等

を行い、信頼関係に基づく開かれた学校経営に努める。

17)健康で、安全・安心な学校生活のため、学習指導を充実する

とともに、環境整備や危機管理体制（含感染予防等）の充実に…

16)教職員の知的障がい教育にかかる専門的、資質の向上を図る

ための授業改善を中心とした研修の充実に努める。

15)学校運営協議会（ＣＳ）、保護者や地域等と連携した教育活

動を推進し、地域の特別支援教育のセンター的役割を発揮して…

14)教職員一人一人が能力・特性を発揮し、積極的な経営参画の

もとに、目標達成を目指して協働する組織運営に努める。

13)共生社会の礎となる交流及び共同学習や居住地校交流（地域

学習）を継続し、地域の活用を一層進め、地域と共に歩む教育…

12)家庭や地域、関係機関等と連携し、キャリア教育の視点から

計画的・系統的な進路指導の充実に努める。

11)学校の教育活動全体を通じて、人を思いやる心や豊かな心情

、健康で安全な生活を営む力など、社会生活を豊かに生きるた…

10)「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」を基に個別の

課題を明確にした指導・支援の充実に努める。

09)計画的・組織的な授業改善に努める。

08)児童生徒の人権を尊重し、個々の実態に応じた教育を推進し

、学習の個別化と最適化を図るための教育内容や方法の改善に…

07)学習指導要領の各教科等や自立活動の目標・内容等を踏まえ

、主体的・対話的で深い学び、協働的な学びの実現に努める。

06)校舎間の連携と教育活動の計画・実施

05)働き方改革を意識した業務の効率化と教材研究時間の確保、

また、そのための協働体制の構築

04)児童生徒の命を守り、健康で安全・安心な生活を維持・継続

するための取り組みの充実（感染症予防のための基本的対応の…

03)地域資源の把握と有効活用の在り方の整理・検討、地域貢献

を意識した学習活動の充実

02)研究研修の充実による専門性の向上及び成果の発信（ＩＣＴ

の効果的活用を含む）

01)目指す児童生徒の姿に迫る、個別化・最適化された学習と適

切に課題設定された授業づくり



 

 

(3) 分析および考察 

ア 今年度の全体的な傾向 

(ｱ)全体的に「おおむね達成できている」という自己評価がされている。ただ「あまり達成 

できていない」という評価が高い項目もあるため、改善に向けて検討が必要な部分もあ 

る。 

(ｲ)「達成できている」が平均 17％、「おおむね達成できている」が平均 70％、合わせて 

9割近くが良い評価となっている。その反面、02の「研究研修の充実による専門性の 

向上及び成果の発信（ＩＣＴの効果的活用を含む）」、03の「地域資源の把握と有効活 

用の在り方の整理・検討、地域貢献を意識した学習活動の充実」、05の「働き方改革を 

意識した業務の効率化と教材研究時間の確保、また、そのための協働体制の構築」、15 

の「学校運営協議会（ＣＳ）、保護者や地域等と連携した教育活動を推進し、地域の 

特別支援教育のセンター的役割を発揮して、地域に貢献し、地域とともに歩む学校 

づくりに努める」などの項目で「あまり達成できていない」が平均して 29％とやや 

低い評価となっていることから、次年度以降の課題であると考える。 

 

イ 高評価項目 

   教職員としての本質である「授業」については多くの職員が高評価をつけている。授業 

改善や児童生徒に合わせた内容の検討なども考えて計画を立てていることが伺える。 

   進路指導や保護者との連携についても高評価をつけているが、保護者との見解の相違も 

見られるため、より具体的に保護者が何を欲しているのか、本人にとって何が必要なのか 

を見極めることも必要かもしれない。 

  

 

ウ 低評価項目 

     地域との連携については低評価が目立っている。保護者からも同様の評価を受けている 

ことから、次年度以降の課題と言える。ただ、何をしているのか見えていない部分が大き 

いと思われる。学校運営協議会(CS)の活動について、もう少し職員や保護者へ活動内容を 

お知らせすることも必要かもしれない。 

     また、研修研究についても、やや低評価となっている。ICTを含むにしているので、そ 

の活用について研修をしたいのか、生徒の実態に合った内容にして欲しいのかは研修部と 

の協議が必要かもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３ まとめ（学校課題及び今後に向けての改善の方向性等） 

  

 働き方改革については、超過勤務時間の縮減に目が行きがちではあるが、本来は業務を精選し、子

どもたちと向き合う時間を確保することがねらいであると確認したい。 

 これ以上業務の精選は難しいという声も聞こえてくると思うが、それなら行事のを減らすなどの対

応も考えていかなければならない。授業時数の削減も言われている中なので、ますます教える内容に

ついて精選していかなければならないと考える。 

 持ち帰り業務や業務の偏りについては、チーム学校としてそれぞれが出来ることは何かを考え、少

しでも業務の負担が減るように話し合いであったり、協力であったりと行っていくしかないと考える。

例として学部付きが本来の仕事ができるように補欠体制に頼らずに出来るようになることが理想とは

思う。現実の問題として、厳しいことは重々承知しているが、出来ることはないかを一人一人が考え

ていくことも大事ではないか。 

 学習環境や設備の古さについては、ここで解決できるものとできないことがある。建物の老朽化に

ついては学校独自で出来るものではない。教材教具についても整理し、必要なものは予算委員会を通

じて購入してもらう方向で検討してはどうか。環境整備については、今すぐできることとできないこ

とがあるので、まずは指導として出来ることは何かを考えて実行していただきたい。 

 やらないではなく、必要なものは揃えられるよう協議が必要であり、検討の余地はある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（緑色：評価Ａ ／ 水色：評価Ｂ ／ 黄色：評価Ｃ ／ 濃緑色：評価Ｄ） 

単位（％） 

１ 施設関係者評価について 

 (1) 回答(18名) 

ア 大倉山学院  55.6％（10名提出） 

  イ 緑ヶ丘療育園 44.4％（８名提出） 

   

(2) 結果   

ア 評価点    

評価Ａ：達成できている      評価Ｂ：おおむね達成できている 

評価Ｃ：あまり達成できていない  評価Ｄ：達成的できていない。 

イ 図１は５つの評価項目を、グラフで整理した図である。 

 

【図１：施設関係者アンケート集計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 分析および考察 5 

    (ｱ)全体的に高評価である。職員全体ではなく、指導課長に評価をお願いしている部分が昨

年とは違うので、評価も変わっているのかもしれない。それでも高評価をいただいてい

ることは、普段から児童生徒への配慮が出来ている証拠ではないだろうか。 
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05)児童生徒一人一人を大切にする授業を行っていると思います

か。

04)学校（星置校舎・ほしみ高等学園）と施設の間で十分な連絡

調整ができていると感じますか。

03)連絡協議会・担当者会議・支援会議などで、十分に意見が交

換されていますか。

02)学習を進めるに当たって、十分な説明や話し合いができてい

ますか。

01)本校からの情報や連絡は、十分に伝わっていると感じますか

。



 

 

(ｲ)「達成できている」が約 83％、「おおむね達成できている」が約 17％と合わせてほぼ

100％の評価をいただいている。 

  特に 05「児童生徒一人一人を大切にする授業を行っていると思いますか」では 100％ 

「達成できている」という評価をいただいている。 

       

   イ 高評価項目 

     全体的に高評価。全ての項目において約 8割以上が「達成できている」となっている。 

     連絡調整などもほしみ高等学園と一緒にはなっているが、高評価をいただいている。 

 

   ウ 低評価項目 

     低評価については、見られない。 

 

３ まとめ（学校課題及び今後に向けての改善の方向性等） 

 

 情報伝達や情報共有についてより良くするためにできることを考えていけたらと思う。 

 高評価をいただいてはいるが、より密な連携が求められているのではないかと考える。 

 指導については、申し分ないようなので、継続して行っていきたい。 


